
JP 6875103 B2 2021.5.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の生体情報データをディスプレイに表示させる生体情報表示装置であって、
　前記生体情報データが表示されるページ画面である生体情報ページ画面を生成する生体
情報ページ画面生成部と、
　前記生体情報ページ画面の全部又は一部を、特定の装置のプラットフォームに依存しな
い汎用形式の印刷データとして生成する印刷データ生成部を備え、
　前記生体情報ページ画面には、前記生体情報データが表示される第１特定領域と、前記
第１特定領域と種類の異なる前記生体情報データが表示される第２特定領域とが含まれ、
　前記第１特定領域及び前記第２特定領域の少なくとも１つには、生体情報に関する波形
である生体情報波形が含まれ、
　前記印刷データに含める領域を、前記第１特定領域、及び前記第２特定領域から選択可
能に構成され、
　前記印刷データ生成部は、選択された前記第１特定領域又は前記第２特定領域の選択範
囲に含まれる前記生体情報データを前記印刷データとして生成することを特徴とする、
　生体情報表示装置。
【請求項２】
　前記生体情報波形の背景に配置される背景データを生成する背景データ生成部を備え、
　前記印刷データ生成部は、前記生体情報波形に前記背景が配置された態様で前記印刷デ
ータを生成することを特徴とする、
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　請求項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項３】
　前記背景は、前記生体情報波形の縦軸方向及び横軸方向に延びる複数の罫線であること
を特徴とする、
　請求項２に記載の生体情報表示装置。
【請求項４】
　前記印刷データは、特定の装置のプラットフォームに依存しない前記ディスプレイに表
示可能な汎用形式の表示データでもあることを特徴とする、
　請求項１～３のいずれか一項に記載の生体情報表示装置。
【請求項５】
　前記印刷データは、汎用形式の画像ファイル、又は、ＰＤＦファイル、又はＸＰＳファ
イルとして生成されたものであることを特徴とする、
　請求項１～４のいずれか一項に記載の生体情報表示装置。
【請求項６】
　前記生体情報波形に対してアンチエイリアス処理を施すアンチエイリアス処理部を備え
ることを特徴とする、
　請求項１～５のいずれか一項に記載の生体情報表示装置。
【請求項７】
　前記生体情報波形の解像度を調整する解像度処理部を備えることを特徴とする、
　請求項１～６のいずれか一項に記載の生体情報表示装置。
【請求項８】
　前記印刷データを外部へ転送するデータ転送部を備えることを特徴とする、
　請求項１～７のいずれか一項に記載の生体情報表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はバイタルサインをモニタリングする生体情報表示装置、及び、生体情報表示制
御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　心電電極を生体に取り付けて、そこから得られる心電信号に基づいて心電図は作成され
る。心電計は、被検者から測定された心電信号を自身の入力端子を介して、内部に取り込
む。そして、心電信号は、心電計内部において増幅回路で増幅されたあと、Ａ／Ｄ変換器
に供給される。このＡ／Ｄ変換器でディジタル信号に変換された心電信号は心電計のＣＰ
Ｕに取り込まれ、ＲＡＭ内のバッファメモリに記憶される。
【０００３】
　従来、心電計は、サーマルプリンタを内蔵している。心電計のＣＰＵには、サーマルプ
リンタのモータ制御回路が接続され、このモータ制御回路によってサーマルプリンタの紙
送り用ステッピングモータが駆動される。ステッピングモータの駆動と連動して、バッフ
ァメモリから適切なタイミングで心電信号が読み出され、その処理により再現された心電
波形信号（印字信号）は、サーマルヘッドに出力される。
【０００４】
　サーマルヘッドは、紙送り方向とは直交する方向に一度にたとえば７５０ドット（１ラ
イン長相当）を印字する。結果、ステッピングモータで繰り出される記録紙に心電波形が
連続的に記録される（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平０５－００３８５９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記心電計は内蔵される専用のサーマルプリンタから心電図を印刷するものであるため
、サーマルプリンタに故障・不具合等があると、そのサーマルプリンタを交換・修理した
後でないと心電図を印刷することができない。また、専用のサーマルプリンタから印刷す
る構成は、メンテナンスや修理が高コストになる。
【０００７】
　本発明は、斯かる実情に鑑み、外部の汎用印刷装置でも印刷可能な汎用形式の印刷デー
タを生成する生体情報表示装置、及び、生体情報表示制御装置を提供しようとするもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の生体情報表示装置
は、生体情報に関する波形である生体情報波形を含む生体情報データをディスプレイに表
示させる生体情報表示装置であって、上記生体情報データが表示されるページ画面である
生体情報ページ画面を生成する生体情報ページ画面生成部と、上記生体情報ページ画面の
全部又は一部を、特定の装置のプラットフォームに依存しない汎用形式の印刷データとし
て生成する印刷データ生成部と、上記生体情報波形の背景に配置される背景データを生成
する背景データ生成部と、を備え、上記印刷データ生成部は、上記生体情報波形に上記背
景が重なって配置された態様で上記印刷データを生成し、上記背景は、上記生体情報波形
の縦軸方向及び横軸方向に延びる複数の罫線であって、上記印刷データには、上から下に
向かって時間的に連続するように複数段で表示される特定の上記生体情報波形が含まれる
ことを特徴とする。また、本発明の生体情報表示装置は、複数種類の生体情報データをデ
ィスプレイに表示させる生体情報表示装置であって、上記生体情報データが表示されるペ
ージ画面である生体情報ページ画面を生成する生体情報ページ画面生成部と、上記生体情
報ページ画面の全部又は一部を、特定の装置のプラットフォームに依存しない汎用形式の
印刷データとして生成する印刷データ生成部を備え、上記生体情報ページ画面には、上記
生体情報データが表示される第１特定領域と、上記第１特定領域と種類の異なる上記生体
情報データが表示される第２特定領域とが含まれ、上記第１特定領域及び上記第２特定領
域の少なくとも１つには、生体情報に関する波形である生体情報波形が含まれ、上記印刷
データに含める領域を、上記第１特定領域、及び上記第２特定領域から選択可能に構成さ
れ、上記印刷データ生成部は、選択された上記第１特定領域又は上記第２特定領域の選択
範囲に含まれる上記生体情報データを上記印刷データとして生成することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記生体情報波形の背景に配置される背景
データを生成する背景データ生成部を備え、上記印刷データ生成部は、上記生体情報波形
に上記背景が配置された態様で上記印刷データを生成することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記背景は、上記生体情報波形の縦軸方向
及び横軸方向に延びる複数の罫線であることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記印刷データは、特定の装置のプラット
フォームに依存しない上記ディスプレイに表示可能な汎用形式の表示データでもあること
を特徴とする。

【００１２】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記印刷データは、汎用形式の画像ファイ
ル、又は、ＰＤＦファイル、又はＸＰＳファイルとして生成されたものであることを特徴
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とする。
【００１３】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記生体情報波形に対してアンチエイリア
ス処理を施すアンチエイリアス処理部を備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記生体情報波形の解像度を調整する解像
度処理部を備えることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記印刷データを外部へ転送するデータ転
送部を備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の生体情報表示制御装置は、生体情報に関する波形である生体情報波形を
含む生体情報のデータをディスプレイに表示させる生体情報表示制御装置であって、上記
生体情報データが表示されるページ画面である生体情報ページ画面を生成する生体情報ペ
ージ画面生成部と、上記生体情報ページ画面の全部又は一部を、特定の装置のプラットフ
ォームに依存しない汎用形式の印刷データとして生成する印刷データ生成部と、上記生体
情報波形の背景に配置される背景データを生成する背景データ生成部と、を備え、上記印
刷データ生成部は、上記生体情報波形に上記背景が重なって配置された態様で上記印刷デ
ータを生成し、上記背景は、上記生体情報波形の縦軸方向及び横軸方向に延びる複数の罫
線であって、上記印刷データには、上から下に向かって時間的に連続するように複数段で
表示される特定の上記生体情報波形が含まれることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の生体情報表示装置、及び、生体情報表示制御装置によれば、外部の汎用印刷装
置でも印刷可能な汎用形式の印刷データを生成することができるという優れた効果を奏し
得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態における生体情報モニタの斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態における生体情報モニタのハード構成を示す概要図である。
【図３】本発明の実施の形態における生体情報モニタの機能ブロック図である。
【図４】（ａ）は、本発明の実施の形態における生体情報モニタに表示される現在時刻の
生体情報ページ画面を示す図である。（ｂ）は、本発明の実施の形態における生体情報モ
ニタに表示されるユーザに呼び出された過去の生体情報ページ画面を示す図である。
【図５】（ａ）は、生体情報波形及び背景のみから構成される印刷データの内容を表す図
である。（ｂ）は、生体情報波形及び背景の解像度を上げた場合の生体情報ページ画面か
ら構成される印刷データの内容を表す図である。
【図６】本発明の実施の形態における印刷データ表示画面を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態における印刷データ表示画面に表示されるデータ転送入力フ
ォームを示す図である。
【図８】本発明の実施の形態における拡大ページ画面を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態における拡大ページ画面の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
以下、本発明の実施の形態を添付図面を参照して説明する。なお、以下において本発明の
実施の形態における生体情報表示装置として、生体情報モニタを一例にとって説明するが
、これ以外の生体情報が表示されるその他の装置も本発明の範囲に含まれる。
【００２０】
　＜１．生体情報モニタ全体概要＞
図１を参照して、本発明の実施の形態における生体情報モニタ１について説明する。生体
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情報モニタ１は、図１（ａ）に示すように、主としてタッチパネルディスプレイを備えた
タブレット型のコンピュータにより構成される。生体情報モニタ１は、図１（ｂ）に示す
ように、支持台３に取り付けられ、支持台３に支持される。
【００２１】
　検知装置インターフェース２は、例えば、生体情報検知装置に対して接続コネクタ部２
ａを介して接続される。生体情報検知装置は、被験者の生体に関する状態を検知して、そ
の状態に対応する生体信号を出力するものである。生体情報検知装置として、たとえば、
心臓の活動電位を検知するための心電電極、血圧を検知するための血圧検知装置、体温を
検知するための体温計、ＳｐＯ２を検知するためのＳｐＯ２検知装置（例えば、パルスオ
キシメーター）等が挙げられる。
【００２２】
　生体情報モニタ１及び検知装置インターフェース２それぞれには、例えば、ＵＳＢ（Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）端子１ｂ，２ｂが設けられ、ＵＳＢケーブル
を介して接続される。なお、検知装置インターフェース２と生体情報モニタ１との接続態
様は、データを生体情報モニタ１に送ることができれば、ＩＥＥＥ１３９４等のシリアル
バス方式、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ）等のパラレルバス方式等を用いた有線通信接続態様、又は、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、ＮＦＣ　（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等を用いた無線通信接続で
あってもよい。また、検知装置インターフェース２は、例えば、図１（ｂ）に示すように
、支持台３に取り付けられ、支持台３に支持される。
【００２３】
　次に、図２を参照して生体情報モニタ１、及び、検知装置インターフェース２の構成に
ついて説明する。生体情報モニタ１は、例えば、制御部１０と、タッチパネルディスプレ
イ１１と、接続コネクタ１２と、アンテナ１３と、スピーカ１４と、バッテリ１５とを備
える。制御部１０は、生体情報モニタ１内の各制御を行うものである。
【００２４】
　制御部１０は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
１０１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２、ＲＯＭ（Ｒｅａ
ｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、記憶媒体１０４、無線通信インターフェース１０
５、有線通信インターフェース１０６、操作入力インターフェース１０７、表示制御部１
０８と、音声制御部１０９と、発光制御部１１０とを備える。なお、図２においてインタ
ーフェースは、Ｉ／Ｆと表記される。
【００２５】
　ＣＰＵ１０１は、生体情報モニタ１内の全体の処理を司るものであり、作業領域として
ＲＡＭ１０２を使用する。ＲＯＭ１０３には、例えば、生体情報モニタ１を起動させるた
めのプログラムや、その他のＣＰＵ１０１で実行される基本的なプログラムが書き込まれ
ている。記憶媒体１０４は、例えば、ソリッドステートドライブ（ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔ
ｅ　ｄｒｉｖｅ：ＳＳＤ）やフラッシュメモリ等により構成される。記憶媒体１０４には
、例えば、生体情報モニタ１の基本的な動作を実現するオペレーティングシステム（Ｏｐ
ｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＯＳ）や、そのオペレーティングシステムに依存するプ
ログラムが書き込まれる。また、記憶媒体１０４は、供給されるデータの保存場所として
機能する。
【００２６】
　無線通信インターフェース１０５は、例えば、外部装置との間で無線通信により送受信
されるデータの変換処理（変調・復調）等を行うものであり、アンテナ１３と接続される
。アンテナ１３は、外部から送信されるデータを受信して無線通信インターフェース１０
５へ送る。また、アンテナ１３は、無線通信インターフェース１０５から供給されるデー
タを外部へ送信する。無線通信インターフェース１０５として、例えば、ＲＦＩＤ、ＮＦ
Ｃ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等を用いたものが一例として挙げられる。
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【００２７】
　有線通信インターフェース１０６は、例えば、外部装置との間で有線通信により送受信
されるデータの変換処理等を行うものであり、接続コネクタ１２と接続される。有線通信
インターフェース１０６として、例えば、ＵＳＢ等のシリアルバス規格を用いたものが挙
げられるが、これに限定されるものではない。その他の有線通信インターフェース１０６
として、ＩＥＥＥ１３９４等のシリアルバス方式、ＳＣＳＩ等のパラレルバス方式を採用
したいずれのものであってもよい。
【００２８】
　操作入力インターフェース１０７は、外部からの操作をＣＰＵ１０１へ伝えるものであ
る。表示制御部１０８は、タッチパネルディスプレイ１１にＣＰＵ１０１からの命令に従
った表示をさせるものである。音声制御部１０９は、スピーカ１４へＣＰＵ１０１からの
命令に従った音声の出力を行うものである。発光制御部１１０は、ＣＰＵ１０１からの命
令に従って発光部１６，１７のオン・オフを行うものである。発光制御部１１０は、例え
ば、ＣＰＵ１０１から生体情報に関する報知信号を受けて、発光部１６，１７の両方、又
は、いずれか一方を発光させる。また、発光制御部１１０は、例えば、ＣＰＵ１０１から
生体情報に関する報知解除信号を受けて、発光部１６，１７の両方、又は、いずれか一方
を消灯又は、上記とは別態様で発光させる。
【００２９】
　タッチパネルディスプレイ１１は、表示及び操作入力の受け付けを行うものである。上
記操作入力の受け付けは、タッチパネルディスプレイ１１の表示面に直接指等でタッチ操
作を行うことによって実現される。タッチ操作として、例えば、タップ、ダブルタップ、
スクロール、ピンチイン、ピンチアウト、スライド等のジェスチャ操作が挙げられるが、
これに限定されるものではなく、その他の全てのジェスチャ操作も含まれる。タッチ操作
を行うと、操作入力インターフェース１０７は、そのタッチ操作に対応する操作信号をＣ
ＰＵ１０１へ伝える。バッテリ１５は、充電可能な蓄電池であり、生体情報モニタ１内の
各部に電力を供給する。なお、バッテリ１５は、充電可能に外部電源と接続されるように
構成されるとよい。
【００３０】
　検知装置インターフェース２は、生体情報モニタ１と接続線２ｃを通じて接続される。
また、検知装置インターフェース２は、たとえば、複数の生体情報検知装置のそれぞれの
規格に適合するコネクタを備えており、生体情報検知装置のそれぞれと接続される。そし
て、検知装置インターフェース２は、接続線２ｃを通じて複数の生体情報検知装置のそれ
ぞれから供給される生体信号に対して生体情報モニタ１で処理可能なよう所定の処理を行
うインターフェースとしての役割を果たす。具体的に検知装置インターフェース２は、例
えば、接続線２ｃを通じて複数の生体情報検知装置のそれぞれから供給される生体信号に
基づいて、生体情報モニタ１で処理可能な生体情報を生成して生体情報モニタ１へ出力す
る。すなわち、検知装置インターフェース２は、生体情報検知装置と共に生体情報の測定
装置として機能する。なお、上記生体情報モニタ１で処理可能な生体情報として、例えば
、心臓の活動電位に対応する心電信号、心拍数、血中酸素濃度、血圧等が一例として挙げ
られるが、これに限定されるものではなく、その他の生体情報も含まれる。検知装置イン
ターフェース２は、上記説明した有線通信接続態様、又は、無線通信接続態様によって生
体情報モニタ１と接続される。
【００３１】
　生体情報検知装置は、上記説明したように、例えば、心臓の活動電位を検知するための
心電電極、血圧を検知するための血圧検知装置、体温を検知するための体温計、ＳｐＯ２
を検知するためのＳｐＯ２検知装置等が挙げられる。なお、以上の生体情報検知装置は一
例であって、本発明において生体情報検知装置は、被験者からその他の生体信号を検知す
るものであってもよい。
【００３２】
　＜２．装置機能ブロック＞
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次に、図３を参照して生体情報モニタ１の機能構成について説明する。生体情報モニタ１
は、生体情報に関する波形（以下、生体情報波形と呼ぶ。）を含む生体情報のデータをデ
ィスプレイに表示させるものであり、生体情報データ生成部２００と、背景データ生成部
２０１と、生体情報ページ画面生成部２０２と、情報保持部２０３と、印刷データ生成部
２０４と、データ転送部２０５と、アンチエイリアス処理部２０６と、解像度処理部２０
７と、表示部２０８と、印刷操作部２１０と、表示処理操作部２１１と、データ転送操作
部２０９と、タッチパネルディスプレイ１１とを備える。
【００３３】
　生体情報データ生成部２００は、生体情報波形を含む生体情報データを生成するもので
ある。生体情報データ生成部２００は、例えば、図２に示す測定装置インターフェース２
を介して生体情報測定装置から送られてくる測定データに基づいて、生体情報波形等を生
成する。
【００３４】
　背景データ生成部２０１は、生体情報波形の背景に配置される背景データを生成するも
のである。なお、従来、生体情報波形において、例えば、心電図は、心電図の縦軸方向及
び横軸方向に複数の罫線を有する方眼紙上に予め印刷されていた。一方、本実施形態では
、白紙となる用紙に印刷するため、心電図等の生体情報波形の背景に縦軸方向及び横軸方
向に複数の罫線を含める。背景データ生成部２０１は、心電図等の生体情報波形の縦軸方
向及び横軸方向に延びる複数の罫線を背景データとして生成する。
【００３５】
　生体情報ページ画面生成部２０２は、上記生体情報データを表示するページ画面である
生体情報ページ画面を生成するものである。また、背景データ生成部２０１で背景データ
が生成される場合、生体情報ページ画面には、生体情報波形と共に背景データも重なった
状態で配置される。
【００３６】
　生体情報データ生成部２００、背景データ生成部２０１及び生体情報ページ画面生成部
２０２は、例えば、ＲＯＭ１０３や記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムをＣＰＵ１
０１が実行することによって実現される。
【００３７】
　情報保持部２０３は、生体情報データ生成部２００で生成される生体情報データを保持
するものである。生体情報データは、例えば、対応する測定日時と関連付けて保持される
。また、情報保持部２０３は、背景データ生成部２０１で生成される背景データを保持す
るように構成させてもよい。また、情報保持部２０３は、生体情報ページ画面生成部２０
２で生成される生体情報ページ画面を保持するように構成させてもよい。上記のような場
合、生体情報データ生成部２００、背景データ生成部２０１及び生体情報ページ画面生成
部２０２は、例えば、生成した生成物を情報保持部２０３に保持させ、その後、各機能に
おいて必要に応じて情報保持部２０３から対応する生成物を取得するように構成される。
【００３８】
　情報保持部２０３は、例えば、生体情報データや背景データをＲＯＭ１０３又は記憶媒
体１０４に記憶されるプログラムに従ってＣＰＵ１０１が処理して、その結果を記憶媒体
１０４に記憶させることにより実現される。
【００３９】
　印刷データ生成部２０４は、生体情報データが表示される生体情報ページ画面の全部又
は一部を、特定の装置のプラットフォームに依存しない汎用形式（環境非依存形式）の印
刷データ（電子上のファイルフォーマット）として生成するものである。結果、この印刷
データは、外部の汎用印刷装置に送信されることにより、印刷出力できる。特定の装置の
プラットフォームに依存しない汎用形式の印刷データとは、例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登
録商標）、ＭａｃＯＳＸ（登録商標）、Ｌｉｎｕｘ（登録商標）をはじめとする各種オペ
レーティングシステムのいずれを通じてでも印刷装置によって印刷可能な印刷データを言
う。
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【００４０】
　そのような印刷データのファイル形式としてとして、例えば、ＰＤＦ（Ｐｏｒｔａｂｌ
ｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｏｒｍａｔ）ファイル、又はＸＰＳ（ＸＭＬ　Ｐａｐｅｒ　Ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）ファイル、又は、汎用形式の画像ファイルとして生成された
ものが一例として挙げられるが、これに限定されるものではなく、その他のＩＳＯ（Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚａ
ｔｉｏｎ）等の国際標準化機構で策定される印刷可能なその他のファイル形式であっても
よい。汎用形式の画像ファイルとして、例えば、ＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒ
ａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）ファイル、ＧＩＦ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｉｎ
ｔｅｒｃｈａｎｇｅ　Ｆｏｒｍａｔ）ファイル、ＰＮＧ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ）ファイル、ＢＭＰ（ｂｉｔｍａｐ　ｉｍａｇｅ）ファイル、Ｔ
ＩＦＦ（Ｔａｇｇｅｄ　Ｉｍａｇｅ　Ｆｉｌｅ　Ｆｏｒｍａｔ）ファイル、ＰＩＣＴ（Ｑ
ｕｉｃｋＤｒａｗ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）ファイル、ＥＰＳ（Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄ　Ｐ
ｏｓｔＳｃｒｉｐｔ）ファイル、ＰＳＤ（Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ　Ｄａｔａ）ファイル等が
一例として挙げられる。
【００４１】
　また、印刷データ生成部２０４が生成する印刷データは、特定の装置のプラットフォー
ムに依存しないディスプレイに表示可能な汎用形式の表示データであることが好ましい。
なお、一般的に、環境非依存タイプの電子ファイルフォーマットは、様々な環境のディス
プレイに表示可能である。このように、印刷データを、生体情報モニタ１のタッチパネル
ディスプレイ１１に表示させることができれば、印刷前に内容を確認することができる。
また、例えば、上記印刷データを外部へ転送するデータ転送部２０５によって他の装置へ
転送した場合に、上記印刷データを他の装置のディスプレイにも表示可能とさせることが
できる。このように構成すれば、他の装置でも印刷前に内容を確認することができる。な
お、印刷データが上記例示したようなファイル形式であれば、印刷データは、特定の装置
のプラットフォームに依存しないディスプレイに表示可能な表示データとなる。
【００４２】
　印刷データ生成部２０４は、例えば、ＲＯＭ１０３や記憶媒体１０４等に記憶されるプ
ログラムをＣＰＵ１０１が実行することによって実現される。
【００４３】
　また、生体情報モニタ１は、生体情報波形の表示に関する処理を行う。そして、上記表
示に関する処理は、例えば、アンチエイリアス処理部２０６及び解像度処理部２０７が行
う。
【００４４】
　アンチエイリアス処理部２０６は、生体情報波形に対してアンチエイリアス処理を施す
ものである。アンチエイリアス処理とは、ディスプレイに表示される物体の輪郭に発生す
るジャギー等を低減させて、物体の輪郭に発生するドットに起因するガタツキを目立たな
くさせる処理を言う。この処理によって、本来の半径ノイズと、解像度に起因するガタツ
キを混同することを回避する。
【００４５】
　解像度処理部２０７は、少なくとも生体情報波形の解像度を調整するものである。解像
度処理部２０７は、生体情報波形に付随する背景データの解像度も併せて調整するように
構成されることが好ましい。解像度処理部２０７によって生体情報波形の解像度を上げる
ことができれば、生体情報波形の視認性を向上させることができる。これによっても、低
解像に起因した波形のガタツキと、生体情報波形そのもののノイズによるガタツキを、混
同することを回避する。
【００４６】
　アンチエイリアス処理部２０６及び解像度処理部２０７によれば、印刷データをタッチ
パネルディスプレイ１１に表示させた場合、及び、印刷データを紙に印刷出力した場合の
双方において、視認性に優れたものをユーザに提供することができる。
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【００４７】
　アンチエイリアス処理部２０６及び解像度処理部２０７は、例えば、ＲＯＭ１０３や記
憶媒体１０４等に記憶されるプログラムをＣＰＵ１０１が実行することによって実現され
る。
【００４８】
　表示部２０８は、生体情報データが配置される生体情報ページ画面をタッチパネルディ
スプレイ１１に表示させるものである。また、表示部２０８は、背景データも生体情報デ
ータと共にタッチパネルディスプレイ１１に表示させる。
【００４９】
　表示部２０８は、主として記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムをＣＰＵ１０１が
実行して、その結果出される命令を表示制御部１０８が実行することによって実現される
。
【００５０】
　データ転送操作部２０９は、印刷データの転送を要求する操作を外部から受け付けて、
データ転送部２０５に印刷データを転送するよう指示するものである。印刷データの転送
要求操作には、転送先アドレスの指定操作も含まれる。なお、転送先アドレスの指定操作
として、例えば、転送先アドレスの入力操作や転送先フォルダへのファイル移動操作が一
例として挙げられる。データ転送部２０５は、上記指示を受けると、転送先アドレスへ印
刷データを転送する。この転送は、いわゆる電子メールの添付ファイル形式であることが
好ましい。
【００５１】
　データ転送操作部２０９は、主としてタッチパネルディスプレイ１１及び操作入力イン
ターフェース１０７で実現可能である。データ転送部２０５は、主として、操作入力イン
ターフェース１０７から操作信号を受けたＣＰＵ１０１が主としてＲＯＭ１０３や記憶媒
体１０４等に記憶されるプログラムを実行して、その結果出される命令を有線通信インタ
ーフェース１０６又は無線通信インターフェース１０８等が実行することにより実現され
る。
【００５２】
　印刷操作部２１０は、印刷データの印刷要求に対応する操作を外部から受け付けて、（
図示しない）印刷装置に印刷データを送信し、印刷指示するものである。印刷装置は、上
記指示を受けると、印刷データを印刷する。
【００５３】
　表示処理操作部２１１は、生体情報波形に対する上記表示に関する処理要求に対応する
操作を外部から受け付けて、アンチエイリアス処理部２０６又は解像度処理部２０７に対
応する処理を指示するものである。アンチエイリアス処理部２０６又は解像度処理部２０
７は、上記指示を受けると、対応する表示に関する処理を行う。具体的には、解像度の設
定や、アンチエイリアスのオン・オフ等を設定できるようになっている。
【００５４】
　印刷操作部２１０及び表示処理操作部２１１は、主としてタッチパネルディスプレイ１
１及び操作入力インターフェース１０７で実現可能である。
【００５５】
　＜３．生体情報ページ画面＞
図４を参照してタッチパネルディスプレイ１１に表示される生体情報ページ画面３００の
一例について説明する。生体情報ページ画面３００には、図４に示すように、様々な種類
の生体情報の一覧が示される。様々な種類の生体情報の一覧は、生体情報ページ画面３０
０の第１特定領域３０１、及び、第２特定領域３０６に配置される。
【００５６】
　生体情報ページ画面３００の第１特定領域３０１には、生体情報波形が配置される。生
体情報波形は、１つであっても複数であってもよい。また、生体情報波形は、現在測定さ
れるものが反映され、リアルタイムに更新される。また、生体情報波形は、過去のものが
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第１特定領域３０１に配置されることもある。そして、第１特定領域３０１の横軸は時間
軸３０５ａであり、縦軸は電位（心電図）等の生体情報に関する値を表す軸３０５ｂであ
る。そのような第１特定領域３０１に、図４（ａ）では、心電図波形３０２と、脈波３０
３が時間軸３０５ａ方向へ延びるように２行に分けて配置される。
【００５７】
　また、生体情報ページ画面３００の第２特定領域３０６には、生体情報が種類毎に個別
に示される個別表示区域３０７ａ～３０７ｅが設けられる。個別表示区域３０７ａ～３０
７ｅには、様々な種類の生体情報が配置される。個別表示区域３０７ａには、心拍数（Ｈ
Ｒ）に関する生体情報が配置される。個別表示区域３０７ｂには、経皮的動脈血酸素飽和
度（ＳｐＯ２）に関する生体情報が配置される。個別表示区域３０７ｃには、非観血血圧
（ＮＩＢＰ）に関する生体情報が配置される。個別表示区域３０７ｄには、呼吸（ＲＥＳ
Ｐ）に関する生体情報が配置される。個別表示区域３０７ｅには、体温（ＴＥＭＰ）に関
する生体情報が配置される。
【００５８】
　なお、生体情報ページ画面３００において第２特定領域３０６に設けられる個別表示区
域の数は、図４（ａ）に示すように、５つであるが、これに限定されるものではなく、そ
の他の数であってもよい。また、個別表示区域に配置される生体情報は、心拍数（ＨＲ）
、経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）、非観血血圧（ＮＩＢＰ）、呼吸（ＲＥＳＰ）、
体温（ＴＥＭＰ）に限定されるものではなく、その他の生体情報であってもよい。
【００５９】
　個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに配置される生体情報としては、例えば、最新の測定
値（単位）、最新の測定日時、生体情報の上限閾値、下限閾値、生体情報波形、生体情報
の健全度合いを表すバーグラフ表示等が挙げられる。個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに
配置される生体情報は、上記の全てであってもよいし、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅ
に対応するそれぞれの生体情報毎に適当なものを上記から選択してもよい。
【００６０】
　生体情報ページ画面３００は、生体情報モニタ１を起動させた際に最初にタッチパネル
ディスプレイ１１に表示されるトップ画面とすることが好ましい。すなわち、生体情報モ
ニタ１を起動させると、第１特定領域３０１に心電図波形、脈波等のリアルタイムに測定
される生体情報が生体情報波形として表示され、第２特定領域の個別表示区域３０７ａ～
３０７ｅには、例えば、数値化される生体情報や第２生体情報波形等の生体情報が配置さ
れた状態の生体情報ページ画面３００がトップ画面として表示されることが好ましい。
【００６１】
　上記説明した生体情報ページ画面３００から別のページ画面に移るために、図４（ａ）
に示すように、生体情報ページ画面３００の最下段に各種のメニューボタン１～メニュー
ボタン８を配置させてもよい。メニューボタン１～メニューボタン８それぞれに対応する
ページ画面が割り当てられる。メニューボタン１～メニューボタン８に対してタッチ操作
を行うと、それぞれに割り当てられる別のページ画面がタッチパネルディスプレイ１１に
表示される。
【００６２】
　ここで、例えば、図４（ａ）に示すように、タッチパネルディスプレイ１１におけるメ
ニューボタン４の表示面に対して指でタッチ操作（例えば、ワンタップ操作、ダブルタッ
プ操作等）を行って、生体情報の過去の情報に関する（図示しない）検索画面をポップア
ップウインドウとして出現させる。そして、図４（ｂ）に示すように、検索結果としての
過去の生体情報に関する情報を生体情報ページ画面３００中に呼び出す。図４（ｂ）に示
すように、呼び出した生体情報の日時部分３０４ｂには、「２０１６：０４：０１　１２
：５４：３０」と表示されている。したがって、呼び出した過去の生体情報の日時は、２
０１６年４月１日１２時５４分３０秒である。また、図４（ａ），４（ｂ）に示すように
、現在の日時部分３０４ａには、「２０１６：０４：０６　１２：３４：５６」と表示さ
れている。したがって、現在の日時は、２０１６年４月６日１２時３４分５６秒である。



(11) JP 6875103 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

【００６３】
　検索結果としての過去の生体情報に関する情報を生体情報ページ画面３００中に呼び出
した後に、例えば、タッチパネルディスプレイ１１におけるメニューボタン５の表示面に
対して指でタッチ操作を行うと、図４（ｂ）に示すような呼び出した過去の生体情報が配
置される生体情報ページ画面３００そのものが印刷データとして生成されて、印刷データ
表示画面がタッチパネルディスプレイ１１に表示される。なお、印刷データ表示画面につ
いては後述する。
【００６４】
　＜４．印刷データの別態様＞
次に、図５を参照して印刷データの別態様について説明する。印刷データとして生成され
るのは、図４（ｂ）に示すような呼び出した過去の生体情報が配置される生体情報ページ
画面３００全部に限るものではない。印刷データとして生成されるのは、例えば、図５（
ａ）に示すように、第１特定領域３０１における生体情報波形（心電図波形３０２と、脈
波３０３）のみであってもよい。勿論、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示される他
の生体情報の波形データのみを印刷データとして生成しても良い。なお、第１特定領域３
０１における生体情報波形が印刷データとして生成される際は、生体情報波形の背景であ
る罫線３０８も生体情報波形と共に印刷データとして生成されることが好ましい。
【００６５】
　また、生体情報モニタ１は、タッチパネルディスプレイ１１に表示させる生体情報波形
に対してアンチエイリアス処理を施すことができる。このため、アンチエイリアス処理を
施した生体情報波形を印刷データとして生成してもよいし、印刷データ化した生体情報波
形に対して、更にアンチエイリアス処理を施してもよい。
【００６６】
　また、印刷データとして生成されるのは、例えば、第２特定領域３０６のみ、第１特定
領域３０１内の特定区域のみ、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅの全部又は一部のみ等様
々な部分であってもよい。また、生体情報モニタ１は、印刷データとして生成される生体
情報ページ画面３００中の領域を選択可能な態様とすれば、必要とする部分のみを印刷デ
ータとして生成することができる。
【００６７】
　また、生体情報モニタ１は、印刷データに表示させる生体情報波形の解像度を上げるこ
とができる。印刷データに表示させる生体情報波形の解像度を上げると、同じ情報量であ
れば、その表示面積を小さくできる。例えば解像度を上げた場合、印刷される紙面に表示
される生体情報波形又は印刷データをタッチパネルディスプレイ１１に表示させた場合の
生体情報波形は、図４（ｂ）や図５（ａ）に示すような２行表示から、図５（ｂ）に示す
ような１行表示にしてグラフの縦軸を２倍に拡大できる。なお、２行表示を維持すれば、
２倍の情報量を表示させることもできる。このように、生体情報ページ画面３００に含め
ることのできる生体情報の量が増え、その結果、印刷データに含めることができる生体情
報の量も増やすことができる。
【００６８】
　＜５．印刷データ表示画面＞
次に、図６を参照してタッチパネルディスプレイ１１上の印刷データ表示画面４００につ
いて説明する。印刷データ表示画面４００は、印刷データとして生成されるものをタッチ
パネルディスプレイ１１に表示させるページ画面である。上記＜３．生体情報ページ画面
＞の項で説明したように、所定の操作を行うことにより印刷データ表示画面４００は呼び
出される。
【００６９】
　印刷データ表示画面４００には、図６に示すように、印刷データや操作ボタン等を含む
様々な種類の情報が配置される。印刷データ表示画面４００の第３特定領域４０１に印刷
データが配置され、印刷データ表示画面４００の第４特定領域４０２に各種操作ボタンが
配置され、印刷データ表示画面４００の第５特定領域４０３に、リアルタイムの心電図波
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形４０４及び心拍数４０５が配置される。印刷作業中にも監視を継続するためである。
【００７０】
　印刷データ表示画面４００の第３特定領域４０１に配置される印刷データは、図４（ｂ
）に示す過去の生体情報ページ画面３００を印刷データとしたものである。また、印刷デ
ータは、上記説明したように、特定の装置のプラットフォームに依存しないディスプレイ
に表示可能な汎用形式の表示データでもある。したがって、印刷データ表示画面４００の
第３特定領域４０１内の表示内容がそのまま（図示しない）印刷装置において印刷される
。
【００７１】
　なお、印刷データとして生成される生体情報ページ画面３００の範囲が異なれば、図５
に示す印刷データ表示画面４００の第３特定領域４０１内の表示は変わる。
【００７２】
　印刷データ表示画面４００の第４特定領域４０２に配置される各種操作ボタンは、例え
ば、Ｐｒｉｎｔボタン４１０、Ｅ－ｍａｉｌボタン４１１、ＦｕｌｌＤｉｓｃｌｏｓｕｒ
ｅボタン４１３、Ｅｘｉｔボタン４１４、Ｂａｃｋボタン４１５等様々なものがある。
【００７３】
　Ｐｒｉｎｔボタン４１０が選択されると、印刷要求を外部から受け付けたものと生体情
報モニタ１に認識される。結果、生体情報モニタ１は（図示しない）印刷装置に印刷デー
タを印刷させるよう指示する。その指示を受けて（図示しない）印刷装置は印刷データを
印刷する。
【００７４】
　Ｅ－ｍａｉｌボタン４１１が選択されると、印刷データの転送要求に対応する操作を外
部から受け付けたものと生体情報モニタ１に認識される。結果、生体情報モニタ１におけ
るデータ転送部２０５は、印刷データを転送する。
【００７５】
　ＦｕｌｌＤｉｓｃｌｏｓｕｒｅボタン４１３が選択されると、印刷データのみがタッチ
パネルディスプレイ１１全体に拡大して表示される。この際、印刷データは、印刷データ
表示画面４００において拡大して表示されてもよいし、印刷データ表示画面４００とは別
のページ画面において拡大して表示されてもよい。
【００７６】
　Ｅｘｉｔボタン４１４が選択されると、印刷データ表示画面４００が閉じられて、例え
ば、図４（ａ）に示すような現在時刻の生体情報ページ画面３００に戻る。また、Ｂａｃ
ｋボタン４１５が選択されると、例えば、印刷データ表示画面４００が閉じられて、例え
ば、図４（ｂ）に示すような印刷データ表示画面４００の直前に表示されていた生体情報
ページ画面３００がタッチパネルディスプレイ１１に表示される。
【００７７】
　図６において印刷データ表示画面４００の第５特定領域４０３には、心電図波形４０４
及び心拍数４０５が配置されるが、これに限定されるものではなく、その他の生体情報が
配置されてもよい。患者によって監視すべき情報が異なるからである。
【００７８】
　＜６．印刷データ転送＞
次に、図７を参照して印刷データ転送操作について説明する。図６に示すＥ－ｍａｉｌボ
タン４１１が選択されると、印刷データ表示画面４００の第３特定領域４０１にデータ転
送入力フォーム５００が出現する。データ転送入力フォーム５００は、宛先入力エリア５
０１、ＣＣ（Ｃａｒｂｏｎ　Ｃｏｐｙ）入力エリア５０２、件名入力エリア５０３、添付
ファイル表示エリア５０４、メーッセージ入力エリア５０５を有する。なお、さらに、Ｂ
ＣＣ（Ｂｌｉｎｄ　Ｃａｒｂｏｎ　Ｃｏｐｙ）入力エリアが追加されてもよい。
【００７９】
　宛先入力エリア５０１及びＣＣ入力エリア５０２には、例えば、Ｅ－ｍａｉｌアドレス
が入力される。添付ファイル表示エリア５０４には、転送する印刷データのファイル名及
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びファイルアイコンが表示され、例えば、Ｅ－ｍａｉｌボタン４１１が選択される直前に
印刷データ表示画面４００の第３特定領域４０１に表示されていた印刷データが表示され
る。さらに、添付ファイルを追加する場合、例えば、生体情報モニタ内に保持される印刷
データを（図示しない）選択ページ画面等から選択して追加すればよい。件名入力エリア
５０３、メーッセージ入力エリア５０５には、文書が入力される。
【００８０】
　以上の各エリアへの文字や数字等の入力は、外部入力装置としてのキーボードや、生体
情報モニタ１内のソフトウエアキーボードのいずれかから入力することができる。また、
選択は、外部入力装置としてのマウスによる操作や、タッチパネルディスプレイ１１に対
するタッチ操作により実現することができる。なお、宛先リストが予め登録されており、
その中から選択して、自動的に宛先入力エリア５０１に宛先が設定されることが好ましい
。
【００８１】
　以上の各エリアへの入力が終了した後に、送信ボタン５１０を選択すれば、印刷データ
は転送される。
【００８２】
　＜７．印刷データ拡大表示＞
次に、図８を参照して印刷データの拡大表示操作について説明する。図６に示すＦｕｌｌ
Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅボタン４１３が選択されると、図８に示すように、図６の印刷デー
タ表示画面４００の第３特定領域４０１に配置される印刷データが別のページ画面である
印刷データの拡大ページ画面６００に拡大されて表示される。これにより、印刷前に印刷
データの細かい部分を大画面で事前チェックすることができる。
【００８３】
　なお、さらに、図６に示す印刷データ表示画面４００に戻る場合、拡大ページ画面６０
０の下端部に設けられるＢａｃｋボタン６０１を選択すればよい。
【００８４】
　なお、上記実施形態では、印刷データ中の波形データが２段程度となる場合を例示した
が、本発明はこれに限定されない。例えば、図９に示すように、Ａ４サイズの縦型のサイ
ズに、多数段に亘って波形を含む印刷データが生成されるようにすることが好ましい。こ
の場合、図９に示される拡大ページ画面６００中の左側の４段の波形データと右側の４段
の波形データとが列状に並べられて、多数段に亘る波形を含むＡ４サイズの印刷データが
構成されることが想定される。また、そのデータ量が変わるに伴って、表示段数が自動的
に変更され、その背景である罫線も、自動変更させることが好ましい。
【００８５】
　以上の生体情報モニタ１等の生体情報表示装置のディスプレイに表示させる生体情報に
関する表示を制御する生体情報表示制御装置も本発明に含まれる。すなわち、生体情報表
示制御装置は、ディスプレイに接続され、そのディスプレイへの上記表示を制御するもの
である。
【００８６】
　尚、本発明の生体情報表示装置、及び、生体情報表示制御装置は、上記した実施の形態
に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得
ることは勿論である。
【符号の説明】
【００８７】
　１１　タッチパネルディスプレイ
　２００　生体情報データ生成部
　２０１　背景データ生成部
　２０２　生体情報ページ画面生成部
　２０３　情報保持部
　２０４　印刷データ生成部
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　２０５　データ転送部
　２０６　アンチエイリアス処理部
　２０７　解像度処理部
　２０８　表示部
　２０９　データ転送操作部
　２１０　印刷操作部
　２１１　表示処理操作部
　３００　生体情報ページ画面
　３０８　罫線

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】
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